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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第40期

第２四半期連結
累計期間

第40期
第２四半期連結
会計期間

第39期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 4,833,3032,289,63110,218,856

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) △419,003△431,985 764,950

当期純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) △426,647△418,325 384,055

純資産額 (千円) ― 2,922,8593,278,565

総資産額 (千円) ― 34,138,56634,818,899

１株当たり純資産額 (円) ― 448.63 506.17

１株当たり当期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △65.66 △64.20 59.19

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― 58.94

自己資本比率 (％) ― 8.6 9.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 226,036 ― 1,459,212

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △685,417 ― △824,471

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △72,320 ― △276,272

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 3,892,8844,424,586

従業員数 (名) ― 383 352

(注)　1．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、四半期純損失を計上しているため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 383〔835〕

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に当第２四半期連結会計期間末人員を外数で記載していま

す。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 348

(注)　従業員数は当社から他社への出向者（25名）を除き、他社から当社への出向者（５名）を含む就業人員でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 売上実績

当第２四半期連結会計期間における売上実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 売上高(千円)

ホテル事業

  ホテルサンライフガーデン 306,888

　ザ・ウイングス 135,585

  八王子ホテルニューグランド 308,703

ホテル事業売上高 751,177

式典事業

  湘南式典グループ 617,787

  県央式典グループ 517,581

　 西東京式典グループ 304,755

　　　式典事業売上高 1,440,124

その他の事業

　手数料収入 21,774

　介護事業 69,695

　 その他 6,860

　　　その他の事業売上高 98,329

合計 2,289,631

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当第２四半期連結会計期間の財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。

　

(1) 経営成績の分析

経済産業省「特定サービス産業統計調査」(サンプル調査)によりますと、平成20年７～８月の結婚式

場業の取扱い件数は前年同期比0.5％減の7,419件、売上高は同3.2％増の20,445百万円となっておりま

す。一方、葬儀業の同期間の取扱い件数は前年同期比1.1％増の50,982件、売上高は同1.5％増の78,124百

万円となっております。

　このような状況下、当社グループでは以下の努力を行ってまいりました。

ホテル事業では、各施設とも施設の改装を行いました。特にザ・ウィングス海老名では、上質なおもて

なしを求めるトレンドに対応し、今までのカジュアルな宴会場をワンランク上の気品あるラグジュア

リーな空間に一新いたしました。

式典事業では、平成20年７月、東京都八王子市に「八王子南口総合ホール」をオープンいたしました。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は2,289百万円となりましたが、株式会社第一

互助センターの会員権利義務譲受けに伴うのれん償却費及び有料老人ホーム「サンガーデン湘南」、新

斎場の開設費用の計上等により、営業損失は280百万円となりました。

一方で、サブプライムローン問題等による市況の大幅な悪化を受け、投資有価証券評価損を営業外費用

として179百万円及び特別損失として177百万円を計上し、経常損失431百万円、四半期純損失418百万円と

なりました。

尚、当社の主力事業である結婚式場業、葬儀業は、婚姻件数や死亡数の季節変動の影響を受けるため、第

２四半期連結会計期間の売上高及び利益が他の四半期連結会計期間に比べて低くなる傾向があります。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

ホテル事業

婚礼部門では、引き続き新商品の導入・メニューの改定やスタッフの企画提案力の向上に努めた

ことにより、施行単価は前年同期比0.9％増となったものの、４－６月期の婚礼予約獲得数が減少し

た結果、当事業の売上高は751百万円、営業損失は106百万円となりました。 

式典事業

葬儀部門では、新斎場開設の効果等により、施行件数が前年同期比7.1％増加しました。一方で、新

斎場開設費用の計上、施行件数増に伴う人件費の増加等により営業費用が増加した結果、当事業の売

上高は1,440百万円、営業利益は218百万円となりました。

その他の事業

介護事業では訪問看護を中心に引き続き需要が回復したものの、「北前そば　高田屋」の店舗閉

鎖、有料老人ホーム「サンガーデン湘南」の減価償却費の計上等により、当事業の売上高は98百万

円、営業損失は53百万円となりました。

以上により、当第２四半期連結会計期間における営業損失は280百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

資産合計は34,138百万円（前連結会計年度末2.0％減）となりました。

a:流動資産

流動資産は4,852百万円（前連結会計年度末13.4％減）となりました。これは、現金及び預金の減

少、売掛金の減少が主たる要因であります。

b:固定資産

固定資産は29,286百万円（前連結会計年度末0.2％増）となりました。これは、設備投資による有

形固定資産の増加と無形固定資産におけるのれんの減少が主たる要因であります。

②　負債

負債合計は31,215百万円（前連結会計年度末1.0％減）となりました。

a：流動負債

流動負債は1,614百万円（前連結会計年度末18.2％減）となりました。これは、未払金及び未払法

人税等の減少が主たる要因であります。

b：固定負債

固定負債は29,601百万円（前連結会計年度末0.1％増）となりました。これは、前払式特定取引前

受金の増加が主たる要因であります。

③　純資産

純資産合計は2,922百万円（前連結会計年度末10.8％減）となりました。これは、主に利益剰余金が

541百万円減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当社のキャッシュ・フローの状況は、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以

下「資金」という。）が前連結会計年度末に比べ531百万円減少し、3,892百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において、営業活動により獲得した資金は333百万円となりました。これは、

減価償却費215百万円及び投資有価証券評価損356百万円が主たる要因であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において投資活動により使用した資金は、545百万円となりました。これは、

有形固定資産等の取得による支出539百万円が主たる要因であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結会計期間において財務活動により使用した資金は、７百万円となりました。これは、

配当金の支払額７百万円が主たる要因であります。
                                                                                  

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備

の新設、除却等について、重要な変更はありません。

尚、前連結会計年度末計画中であった海老名ウイングスの宴会場改修は平成20年８月に完了いたしま

した。これに伴い、施設の利便性向上がはかれ、婚礼予約の増加を見込んでおります。

また、新たに確定した重要な設備の改修計画は以下の通りです。

　

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメント
の名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力総額

（千円）
既支払額
（千円）

着手 完了

提出
会社

相模原会館
（神奈川県相模
原市）

式典事業 総合ホール 178,000― 自己資金
平成20年
10月

平成20年
11月

施行件数
年間120件
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,680,000

計 25,680,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,820,000 6,820,000
ジャスダック
証券取引所

―

計 6,820,000 6,820,000― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

　
平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は以下のとおり

であります。

株主総会の特別決議日（平成17年６月22日）

第２四半期会計期間末現在
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 1,080

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 108,000　(注)１，３

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり925(注)２，３

新株予約権の行使期間 平成20年７月１日～平成22年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額(円)
発行価格　　　925
資本組入額　　463

(注)３

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」

という。）は権利行使時においても、当社並びに当社子

会社の取締役、従業員の地位にあることを要するものと

する。ただし、新株予約権者が、定年・任期満了による退

任・退職、または会社都合によりこれらの地位を失った

場合はこの限りではない。

②新株予約権者が死亡した場合は、相続を認めないものと

する。

③新株予約権の譲渡、質入れその他一切の処分は認めない

ものとする。

④その他の権利行使にあたっての手続き等具体的細目につ

いては、当社が新株予約権者との間で締結する新株予約

権割当契約書の定めに従うものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注)　１ 新株予約権１個につき目的となる株式数は100株であります。　

２ 当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式により新株予約権の

目的たる株式の数を調整いたします。ただし、この調整は本新株予約権のうち、当該時点で権利行使されてい

ない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合はこれを

切り捨てるものであります。

調整後株式数＝調整前株式数×分割(または併合)の比率

３ 新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、それぞれの効力発生の時をもって次の算式に

より払込価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込価額 ＝ 調整前払込価額 ×
既発行株式数 ＋

新株発行株式数×１株当たり払込金額

新規発行前の１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、上記株式数において「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社の保有する自己株式を控

除した数とし、また、自己株式を処分する場合には、「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替

えるものとします。

　また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設

分割もしくは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める払込価額の調整を行うことができるものとします。

４ 平成18年１月30日開催の取締役会決議により、平成18年４月１日付で１株を２株とする株式分割を行って

おります。これにより「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び

「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」が調整されております。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 6,820,000 ― 610,000 ― 236,733

　

(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社サカエヤ 神奈川県平塚市明石町25番１号 2,463 36.11

竹内　惠司 神奈川県平塚市明石町 653 9.58

竹内　伸枝 神奈川県平塚市明石町 540 7.91

株式会社ニチリョク 東京都杉並区上井草１丁目33－５ 360 5.27

平塚信用金庫 神奈川県平塚市紅谷町11番19号 150 2.19

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１丁目６－６
日本生命証券管理部内

100 1.46

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 100 1.46

アサヒビール株式会社 東京都中央区京橋３丁目７－１ 80 1.17

多摩信用金庫 東京都立川市曙町２丁目８－28 76 1.12

サン・ライフ従業員持株会 東京都平塚市馬入本町13－11 73 1.07

計 ― 4,596 67.39

(注)　上記のほか、自己株式が304千株（4.47％）あります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
　普通株式

304,900
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
　普通株式

6,514,800
65,148 同上

単元未満株式
　普通株式

300
― ―

発行済株式総数 6,820,000― ―

総株主の議決権 ― 65,148 ―

(注)１.　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,700株（議決権17個）含ま

れております。

２.　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式40株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サン・ライフ

神奈川県平塚市馬入本町
13-11

304,900― 304,900 4.47

計 ― 304,900― 304,900 4.47

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 730 795 800 795 800 740

最低(円) 700 704 750 750 718 671

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第

１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,131,030 ※２
 4,662,877

売掛金 312,071 350,918

有価証券 89,776 89,612

商品及び製品 27,953 30,706

原材料及び貯蔵品 69,912 67,710

その他 228,791 407,123

貸倒引当金 △7,076 △5,297

流動資産合計 4,852,459 5,603,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※２
 7,811,230

※２
 7,616,922

土地 ※２
 8,283,598

※２
 8,282,502

その他（純額） 626,968 724,283

有形固定資産合計 ※１
 16,721,797

※１
 16,623,709

無形固定資産

のれん 2,177,382 2,294,027

その他 490,011 417,379

無形固定資産合計 2,667,393 2,711,407

投資その他の資産

供託金 ※２
 3,964,486

※２
 3,964,476

その他 6,008,395 ※２
 6,007,529

貸倒引当金 △75,965 △91,872

投資その他の資産合計 9,896,915 9,880,132

固定資産合計 29,286,106 29,215,249

資産合計 34,138,566 34,818,899
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 496,224 613,114

未払金 470,452 728,848

未払法人税等 18,035 234,241

引当金 171,098 126,159

その他 458,858 272,536

流動負債合計 1,614,669 1,974,901

固定負債

前払式特定取引前受金 ※２
 29,031,472

※２
 29,018,271

引当金 174,291 472,132

その他 395,273 75,028

固定負債合計 29,601,037 29,565,432

負債合計 31,215,707 31,540,333

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 236,733 236,733

利益剰余金 2,492,833 3,034,785

自己株式 △328,543 △370,858

株主資本合計 3,011,023 3,510,660

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △88,164 △232,094

評価・換算差額等合計 △88,164 △232,094

純資産合計 2,922,859 3,278,565

負債純資産合計 34,138,566 34,818,899
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 4,833,303

売上原価 4,120,163

売上総利益 713,140

販売費及び一般管理費 ※１
 1,016,243

営業損失（△） △303,103

営業外収益

受取配当金 25,118

前受金月掛中断収入 33,734

不動産賃貸収入 15,634

その他 65,518

営業外収益合計 140,005

営業外費用

不動産賃貸費用 12,764

投資有価証券評価損 205,201

前受金復活損失引当金繰入額 23,586

その他 14,352

営業外費用合計 255,905

経常損失（△） △419,003

特別損失

固定資産除売却損 17,135

店舗閉鎖損失引当金繰入額 3,512

投資有価証券評価損 177,113

ゴルフ会員権評価損 16,480

特別損失合計 214,242

税金等調整前四半期純損失（△） △633,246

法人税、住民税及び事業税 13,015

法人税等調整額 △219,613

法人税等合計 △206,598

四半期純損失（△） △426,647
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 2,289,631

売上原価 2,080,550

売上総利益 209,081

販売費及び一般管理費 ※１
 489,346

営業損失（△） △280,265

営業外収益

受取配当金 6,844

前受金月掛中断収入 11,242

不動産賃貸収入 9,214

その他 30,181

営業外収益合計 57,482

営業外費用

不動産賃貸費用 6,779

投資有価証券評価損 179,031

前受金復活損失引当金繰入額 9,889

その他 13,502

営業外費用合計 209,203

経常損失（△） △431,985

特別損失

固定資産除売却損 11,202

投資有価証券評価損 177,113

ゴルフ会員権評価損 16,480

特別損失合計 204,796

税金等調整前四半期純損失（△） △636,782

法人税、住民税及び事業税 9,692

法人税等調整額 △228,149

法人税等合計 △218,456

四半期純損失（△） △418,325
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △633,246

減価償却費 412,369

のれん償却額 116,645

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,868

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △315,562

長期未払金の増減額（△は減少） 320,355

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,127

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,426

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 20,000

前受金復活損失引当金の増減額（△は減少） 853

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） 3,512

投資有価証券評価損 382,315

ゴルフ会員権評価損 16,480

受取利息及び受取配当金 △38,286

有形固定資産除売却損益（△は益） 17,135

売上債権の増減額（△は増加） 38,847

たな卸資産の増減額（△は増加） 549

仕入債務の増減額（△は減少） △116,889

未払金の増減額（△は減少） △175,963

前払式特定取引前受金の増減額(△は減少) 13,200

保証金の増減額（△は増加） △46,272

破産更生債権等の増減額（△は増加） 12,295

その他の流動資産の増減額（△は増加） 71,545

その他の流動負債の増減額（△は減少） 189,679

小計 313,731

利息及び配当金の受取額 38,372

法人税等の支払額 △227,655

法人税等の還付額 101,588

営業活動によるキャッシュ・フロー 226,036
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △671,217

有形固定資産の除却による支出 △11,834

投資有価証券の取得による支出 △102,000

投資有価証券の償還による収入 103,840

出資金の払込による支出 △1,000

貸付けによる支出 △2,251

貸付金の回収による収入 1,000

保険積立金の積立による支出 △1,963

その他 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △685,417

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △96,490

新株予約権の行使による株式の発行による収入 28,273

自己株式の取得による支出 △4,103

財務活動によるキャッシュ・フロー △72,320

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △531,701

現金及び現金同等物の期首残高 4,424,586

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 3,892,884
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
　 当第２四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１．　会計処理基準に関する事項の変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会

計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第

９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価

基準については、原価法から原価法（収益性の低

下による簿価切下げの方法）に変更しておりま

す。

この変更による損益に与える影響はありませ

ん。

　

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結

会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

２　たな卸資産の評価方法

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下

が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっております。

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

　

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

（役員退職慰労引当金）

平成20年５月27日開催の取締役会において、取締役及

び監査役の役員退職慰労金制度の廃止を決議し、平成20

年６月24日開催の定時株主総会において退職慰労金の打

ち切り支給議案が承認可決されております。

これにより、「役員退職慰労引当金」を全額取崩し、打

ち切り支給額の未払分については、固定負債の「その

他」に含めて表示しております。
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【注記事項】

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 9,320,972千円※１　有形固定資産の減価償却累計額 8,974,834千円

※２　担保に供している資産及び担保付債務

供託金3,964,486千円については、前払式特定取引

前受金29,031,472千円に対する保全措置として、供

託しております。

上記のほか、建物116,424千円、土地271,826千円につ

いては、当座借越に備えるため、根抵当権が設定され

ております。(当第２四半期末現在債務残高はありま

せん。)

※２　担保に供している資産及び担保付債務

定期預金、投資有価証券（国債）、供託金と建物・

土地の一部（471,440千円）については、前払式特定

取引前受金29,018,271千円に対する保全措置として

供託及び担保設定をしております。又、建物・土地の

一部（391,543千円）については、当座借越に備える

ため、根抵当権を設定しております。(期末現在債務

残高はありません。)

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 78,312千円

給与手当 310,354千円

賞与引当金繰入額 25,526千円

役員賞与引当金繰入額 20,000千円

退職給付費用 27,404千円

広告宣伝費 42,585千円

支払手数料 52,317千円

のれん償却額 116,645千円

　

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 41,334千円

給与手当 132,953千円

賞与引当金繰入額 14,997千円

役員賞与引当金繰入額 10,000千円

退職給付費用 14,551千円

広告宣伝費 17,096千円

支払手数料 24,884千円

のれん償却額 58,322千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日現在)

現金及び預金 4,131,030千円

預入期間が３か月超の定期預金 △327,922千円

MMF及びCP以外の有価証券 89,776千円

現金及び現金同等物 3,892,884千円
 

　

(株主資本等関係)

　
当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)
　
１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,820,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 304,940

　

　

３　新株予約権等に関する事項

会社名 内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 平成17年新株予約権 普通株式 108,000 ―

合計 108,000 ―

(注)　目的となる株式の数は、権利行使可能数を記載しております。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,158 15平成20年３月31日 平成20年６月25日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 97,725 15平成20年９月30日 平成20年11月27日
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)

　

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、か

つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

区分 取得原価(千円)
四半期連結貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

株式 400,542 240,159 △160,383

債券 1,126,458 1,025,035 △101,422

その他 632,122 360,964 △271,158

合計 2,159,123 1,626,159 △532,964

（注）当第２四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式について382,315千円減損処理を行って

おります。なお、時価が取得原価に比べて30％以上50％未満下落した銘柄については、過去１年間の市場価格の推

移及び回復可能性を考慮し、必要と認められた金額について減損処理を実施しております。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

ホテル事業
(千円)

式典事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

751,1771,440,12498,3292,289,631 ― 2,289,631

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

17,224 ― 174,573191,798(191,798) ―

計 768,4011,440,124272,9032,481,430(191,798)2,289,631

営業利益又は営業損失(△) △106,825218,582△53,400 58,355△338,620△280,265

(注) １.　事業区分は、売上の集計区分によっております。

２.　各事業区分に含まれる主な営業店舗、事業等

(1)ホテル事業………ホテルサンライフガーデン、八王子ホテルニューグランド、ザ・ウイングス

(2)式典事業…………斎場　　平塚斎場、伊勢原総合ホール、西湘ホール、小田原式典総合ホール、

大和総合ホール、しぶさわホール、サン・ライフ サカエヤ・ホール、

相模斎場、橋本総合ホール、町田総合ホール、座間ホール、

八王子総合ホール、南多摩総合ホール、高倉総合ホール、八王子南口総合ホール

仏壇店　サカエヤ仏壇店、サカエヤ仏壇店相模原店、サカエヤ仏壇店八王子店

エンバーミング（ご遺体衛生保全）

(3)その他の事業…介護事業、互助会会員募集、婚礼葬儀施行斡旋事業、ファイナンシャル・サポート・サービス、

有料老人ホーム事業他

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

ホテル事業
(千円)

式典事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,739,2082,875,140218,9544,833,303 ― 4,833,303

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

34,111 ― 305,704339,815(339,815) ―

計 1,773,3202,875,140524,6585,173,119(339,815)4,833,303

営業利益又は営業損失(△) △25,811487,091△145,206316,073△619,177△303,103

(注) １.　事業区分は、売上の集計区分によっております。

２.　各事業区分に含まれる主な営業店舗、事業等

(1)ホテル事業………ホテルサンライフガーデン、八王子ホテルニューグランド、ザ・ウイングス

(2)式典事業…………斎場　　平塚斎場、伊勢原総合ホール、西湘ホール、小田原式典総合ホール、

大和総合ホール、しぶさわホール、サン・ライフ サカエヤ・ホール、

相模斎場、橋本総合ホール、町田総合ホール、座間ホール、

八王子総合ホール、南多摩総合ホール、高倉総合ホール、八王子南口総合ホール

仏壇店　サカエヤ仏壇店、サカエヤ仏壇店相模原店、サカエヤ仏壇店八王子店

エンバーミング（ご遺体衛生保全）

(3)その他の事業…介護事業、互助会会員募集、婚礼葬儀施行斡旋事業、ファイナンシャル・サポート・サービス、

有料老人ホーム事業他

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計

期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

448.63円 506.17円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 △65.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益  ― 円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については四半期純損失を計上しているため、記載しておりません。　

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) △426,647

普通株式に係る四半期純利益(千円) △426,647

普通株式に帰属しない金額の主な内訳(千円) ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,497,254

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 △64.20円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については四半期純損失を計上しているため、記載しておりません。　

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) △418,325

普通株式に係る四半期純利益(千円) △418,325

普通株式に帰属しない金額の主な内訳(千円) ―

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,515,060

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

―

　

　

(重要な後発事象)

　 当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

自己株式の市場買付

　当社は平成20年10月28日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定に
読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決
議いたしました。

（1）理由 ：経営環境の変化に対応した機動的な資本政
策を遂行できるようにするため。

（2）取得する株式の種類 ：普通株式

（3）取得する株式の数 ：200,000株（上限）

（4）株式取得価額の総額 ：160,000千円（上限）

（5）自己株式取得の日程 ：平成20年11月10日から

平成21年３月31日まで

（6）取得方法 ：ジャスダック証券取引所における

市場買付
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２【その他】

　

第40期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年11月７日開催の

取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

配当の総額 97,725,900円

１株当たりの金額 15円00銭

支払請求権の効力
発生日及び支払開始日

平成20年11月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

株式会社サン・ライフ

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　髙　　山     　　 勉　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　口　　直　　志　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社サン・ライフの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サン・ライフ及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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